
１ 　 第 7 4 0 0 号 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

第 ２ 部

© R E N O F A Y A M A G U C HI F C

躍 動 感 あ ふ れ る 全 力 サ  ッ  カ ー で 勝 利 を 目 指 す２ ０ ２ ２ 年 も レ ノ フ  ァ  山 口 Ｆ Ｃ と と も に ！　 「 Ｊ １ へ は 自 動 昇 格 ２ 枠 ・ Ｊ ３ へ の 降 格 は な し 」 と い う ２ ０ ２ ０ 年 の 特例 ル ー ル の た め 、  「 Ｊ ３ へ の 降 格 ４ ク ラ ブ 」 と い う 厳 し い 条 件 で の リ ー グ戦 と な っ た ２ ０ ２ １ 年 Ｊ ２ リ ー グ 。 レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ の 戦 績 は 、

1 0勝

1 3

分

1 9敗 、 勝 ち 点

4 3の

1 5位 だ っ た 。 ９ 月 に は 渡 辺 晋 監 督 が 退 任 、 名 塚 善 寛

ヘ ッ ド コ ー チ が 後 任 に 就 任 す る 交 代 劇 も あ り 、 苦 し い 戦 い が 続 い た ６ 年目 の Ｊ ２ シ ー ズ ン 。 こ の 特 集 で は 、

1 0試 合 ご と に 試 合 を 振 り 返 る と と も

に 、 選 手 の 個 人 成 績 と 名 塚 監 督 の コ メ ン ト を お 届 け す る 。
１

－

1 0節

（ ２ 月

2 7日 ～  ４ 月

2 5日 ）

 

４ ８ ０ ０ 人 を 超 え る サ
ポ ー タ ー が 駆 け 付 け た ホー ム で の 開 幕 戦 （ 松 本 山雅 Ｆ Ｃ 戦 ） は 、 ス コ ア レス ド ロ ー と い う 結 果 だ った 。 ア ウ ェ イ で 迎 え た 第５ 節 の ジ ュ ビ ロ 磐 田 戦で 、 ＃

4 6高 井 和 馬 選 手 、

＃

3 1草 野 侑 己 選 手 が あ げ

た ゴ ー ル を 、 ＃

2 1関 憲 太

郎 選 手 が 守 り 切 り 、 ５ 戦目 に し て よ う や く 初 勝 利を 飾 っ た 。

1 1

－

2 0節

（ ５ 月 １ 日 ～  ６ 月

2 7日 ）

　
第

1 1節 （ Ｆ Ｃ 町 田 ゼ ル

ビ ア 戦 ） は 、 ２

－
０ で 快

勝 。 １ 敗 を 挟 み 、 迎 え た第

1 3節 （ ツ エ ー ゲ ン 金 沢

戦 ）  。 大 卒 ル ー キ ー の＃

2 4梅 木 翼 選 手 の Ｊ リ ー

グ 初 ゴ ー ル を 守 り 切 り 、
1 0戦 勝 ち 無 し だ っ た 相 手

2 1

－

3 0節

（ ７ 月 ３ 日 ～  ９ 月

1 9日 ）

　
連 勝 を 、 と 迎 え た 第 ６

節 （ 栃 木 Ｓ Ｃ 戦 ）  、 第 ７節 （ 東 京 ヴ ェ ル デ ィ 戦 ）は 勢 い に 乗 れ ず 連 敗 し たが 、 第 ８ 節 （ ザ ス パ ク サツ 群 馬 戦 ） で は 接 戦 を 制し 、 勝 利 を 勝 ち 取 っ た 。

シ ー ズ ン 初 勝 利 （ 第 5 節 ）

貴 重 な 勝 ち 点 ３ を 積 み 上 げ た （ 第 2 7 節 ）

　
し か し 、

1 0試 合 終 了 時

点 で ２ 勝 ３ 分 け ５ 敗 の 勝ち 点 ９ で

、

2 2チ ー ム 中

2 0

位 。 総 得 点 数 は 最 下 位 と厳 し い 滑 り 出 し に な っ た 。

か ら 執 念 の 勝 利 を つ か み取 る と 、 第

1 4節 も 勝 利 。

さ ら に 、 第

1 5節 （ ブ ラ ウ

ブ リ ッ ツ 秋 田 戦 ） を 引 き分 け て 順 位 は

1 0位 に な っ

た が 、 こ こ か ら レ ノ フ ァは 長 い ト ン ネ ル に 入 っ てし ま う 。　
第

1 6節 （ Ｖ ・ フ ァ ー レ

ン 長 崎 戦 ） を ３

－

０ で 完

封 負 け し た 後 は 、 引 き 分け と 黒 星 が 交 互 に 続 き 苦戦 。 第

1 7節 （ 愛 媛 Ｆ Ｃ

戦 ） で は 「 先 制 点 を 奪 われ る と 黒 星 に な る 」 ジ ンク ス を は ね の け 、 引 き 分け に 持 ち 込 む 意 地 を 見 せた が 、 ６ 月 は 勝 利 を 上 げら れ ず 、

1 5位 に

順 位 を

落

と し た 。　
２ 引 き 分 け 後 に ホ ー ム

で 迎 え た 第

2 3節 の ブ ラ ウ

ブ リ ッ ツ 秋 田 戦 で は 、 Ｐ

Ｋ の チ ャ ン ス で ＃

4 6高 井

選 手 が Ｇ Ｋ の 反 対 を 突 く右 隅 へ 見 事 に ゴ ー ル 。 この １ 点 を 全 員 で 守 り 切り 、 ９ 試 合 ぶ り の 白 星 。長 い ト ン ネ ル を 抜 け た 瞬間 だ っ た 。　
五 輪 中 断 後 の 初 戦 は 無

得 点 で 黒 星 を 喫 し た が 、第

2 7節 の モ ン テ デ ィ オ 山

形 戦 で 勝 利 し 、 貴 重 な 勝ち 点 ３ を 手 に 入 れ た 。　
勢 い を 得 た か に 見 え た

が 、 そ の 後 の ２ 試 合 は 決定 力 不 足 で

（ ２ 面 へ ）

き ょ う は ４ 部 だ て



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

 文 　 　 化　 ４ 月 、 九 州 初 進 出 の 「 キ ッ ザ ニ ア 」 を 始 め 、 食 や エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト 施 設 が 集 結 す る 大 型 複 合 商 業 施 設 「 ら ら ぽ ー と 福 岡 」 が 福 岡 市 に 開 業 予 定 。

（ １ 面 よ り ）

連 敗 。 悪 天

候 で 延 期 に な っ て い た 第
2 5節 （ ツ エ ー ゲ ン

金 沢

戦 ） で は 、 ＃

4 6高 井 選 手

や 高 校 生 Ｆ Ｗ ＃

3 8河 野 孝

汰 選 手 ら の 活 躍 で 、 シ ーズ ン 最 多 の ４ 得 点 で 快 勝し た が 、 第

3 0節 （ Ｓ Ｃ 相

模 原 戦 ） は 完 封 負 け と いや な 流 れ に 。　
第

3 1節 （ Ｖ ・ フ ァ ー レ

ン 長 崎 戦 ） で は 、 先 制 を許 す な ど 序 盤 か ら 苦 し い展 開 に 。 攻 守 が か み 合 わず そ の 後 も 失 点 を 重 ね 、黒 星 。 渡 辺 監 督 は 試 合 終了 後 に 退 任 し 、 後 任 に 名塚 ヘ ッ ド コ ー チ が 就 任 した 。　
名 塚 新 監 督 の 初 戦 と な

っ た 第

3 2節 （ 東 京 ヴ ェ ル

デ ィ 戦 ）  。 シ ュ ー ト 数 は

相 手 を 上 回 る も 、 流 れ を引 き 寄 せ ら れ ず 逆 転 を 喫し た 。 第

3 6節 終 了 時 点 で

順 位 は

1 7位 。 Ｊ ３ 降 格 圏

の

1 9位 と の 勝 ち 点 差 は ２

と 、 Ｊ ２ 残 留 も 危 ぶ ま れ始 め る 中 、 守 備 や 攻 撃 で名 塚 体 制 が 浸 透 し 、 勝 利の 兆 し が 見 え 始 め た 。　
第

3 7節 の Ｆ Ｃ 琉 球 戦 、

前 半 を ０ 点 で 折 り 返 すと 、 後 半 に ＃

4 6高 井 選 手

の Ｆ Ｋ で 先 制 。 そ の ３ 分後 に は ＃ ３ ヘ ナ ン 選 手 が追 加 点 を 決 め て ２

－

０

に 。 守 護 神 ・ ＃

2 1関 選 手

ゴ ー ル 前 の 攻 防 （ 第 3 7 節 ）
が ゴ ー ル を 死 守 し 、 ８ 試合 ぶ り 、 そ し て 名 塚 監 督の 初 勝 利 を 完 封 で 飾 った 。 第

3 8節 （ 大 宮 ア ル デ

ィ ー ジ ャ 戦 ） も 先 制 さ れた も の の 、 ＃

4 6高 井 選 手

が ２ 試 合 連 続 で 直 接 Ｆ Ｋを 決 め 、 逆 転 に 成 功 。 ５月 以 来 の 連 勝 、 そ し て シー ズ ン 初 の 逆 転 勝 利 で 、順 位 は

1 4位 に 浮 上 し た 。

　
こ の 勢 い で Ｊ ２ 残 留 を

決 め た い と 臨 ん だ 第

3 9節

（ ギ ラ ヴ ァ ン ツ 北 九 州戦 ）  。 同 じ く Ｊ ２ 残 留 を目 指 す 相 手 か ら １ 点 が 奪え ず ６ 試 合 ぶ り の 黒 星で 、 残 留 は 持 ち 越 し に 。　
第

4 1節 （ ヴ ァ ン フ ォ ー

レ 甲 府 戦 ） で は 前 半 ・ 後半 と も 得 点 の 好 機 を 生 かせ ず 一 進 一 退 の 中 、 パ スミ ス か ら ボ ー ル を 奪 わ れ失 点 。 ホ ー ム 最 終 戦 を 勝

3 1

－

4 2節

（ ９ 月

2 5日 ～

1 2月 ５ 日 ）

利 で 飾 る こ と は 叶 わ な かっ た が 、 他 試 合 の 結 果 によ り 残 留 が 決 定 。 第

4 2節

（ 愛 媛 Ｆ Ｃ 戦 ） で は 、

2 1

歳 （ 当 時 ） の ＃

4 2橋 本 健

人 選 手 が プ ロ 初 ゴ ー ル をあ げ る も 、 追 い つ か れ 引き 分 け 。 最 終 順 位 は ２ ０１ ９ 年 シ ー ズ ン と 同 じ

1 5

位 だ っ た 。　 　

◇
　 　

◇
　 　

◇

　
シ ー ズ ン 序 盤 か ら な か

な か 波 に 乗 れ ず 、 決 定 力不 足 か ら 苦 し い 時 期 も あっ た が 、 後 半 は 守 備 で も攻 撃 で も 粘 り 強 さ が 光 った レ ノ フ ァ 山 口 。 今 季 のＪ ２ リ ー グ も

2 2チ ー ム で

の 戦 い と な る 。 名 塚 体 制２ 年 目 の 今 年 、 積 極 的 にボ ー ル を 追 う 攻 撃 サ ッ カー 「 レ ノ フ ァ ス タ イ ル 」を 貫 く べ く 活 躍 す る 選 手た ち に 期 待 し よ う 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯ 「 レ  ノ  フ  ァ  ら し  い  、  攻 撃 的 な サ  ッ  カ ー を 」

名 塚 監 督 に 聞 く

　
昨 季 は 残 留 争 い と い う 、 苦 し い シ ー ズ ン で し た

が 、 最 後 は 選 手 、 ス タ ッ フ の 頑 張 り と サ ポ ー タ ーの 皆 さ ん の 後 押 し が 力 と な り 、 来 シ ー ズ ン に つ なが る 結 果 を 残 す こ と は で き た と 思 っ て い ま す 。　
誰 一 人 最 後 ま で 諦 め な い で 戦 い 続 け た こ と は 良

か っ た 部 分 で す が 、 そ れ を 勝 ち 点 に つ な げ る こ とが で き な い 試 合 が 多 く あ り ま し た 。 今 季 は 勝 ち 点に つ な が る よ う 結 果 に こ だ わ っ て い く と と も に レノ フ ァ ら し い 、 攻 撃 的 な サ ッ カ ー で 、 見 て い る 方に 「 ま た ス タ ジ ア ム で 応 援 し た い 」 と 思 っ て も らえ る よ う 一 試 合 一 試 合 、 勝 利 の た め に 全 力 で 戦 いま す 。　
サ ポ ー タ ー の 皆 さ ん 、 い つ も 応 援 あ り が と う ご

ざ い ま す 。 今 年 は 一 つ でも 多 く の 勝 利 を 皆 さ ん に届 け ら れ る よ う 、 常 に 前を 向 き 戦 っ て い き ま す ので 、 ぜ ひ ス タ ジ ア ム で 共に 戦 っ て く だ さ い 。 よ ろし く お 願 い し ま す 。
名 塚 善 寛 監 督

  美 祢 市　 ２ ０ ２ ４ 年 に 全 線 開 通 １ ０ ０ 周 年 を 迎 え る Ｊ Ｒ 美 祢 線 の ラ ッ ピ ン グ 車 両 運 行 を Ｊ Ｒ 美 祢 線 利 用 促 進 協 議 会 が 計 画 中 。 デ ザ イ ン は 春 に 、 全 国 か ら 公 募 予 定 。
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山 口 市 大 内 長 野 4 6 2- 1
T E L : 0 8 3- 9 2 7- 1 1 0 0
h t t p: / / w w w. y u d a. c o.j p /

【 会 社 概 要 】
〈 営  業  所 〉 山 口 、  田 布 施 、  広 島 、 岡 山
〈 関 連 会 社 〉 ㈱ ゆ だ  L  ＆  F  サ ー ビ ス
〈 社  員  数 〉 2 2 0  人
〈 車  両  数 〉 1 5 7  台

株 式 会 社 ゆ だ
代 表 取 締 役 社 長

河 本 善 邦

さ ん

時 代 変 化 と 要 望 に 対 応 す るヒ ュ ー マ ン ロ ジ ス テ ィ ク ス【 今 年 の 抱 負 】

今 年 の 干

えと

支 は 壬

み ず の え

寅 と ら

で す 。 苦 労 も あ

り ま す が 努 力 す る 事 で 達 成 感 を 得 ら れ る 年 で す 。今 が 厳 し い 程 、 そ の 先 の 春 の 芽 吹 き は 生 命 力 に 溢れ ま す 。 弊 社 は 昨 年 ７ 月 に 山 口 Ｄ Ｃ を 新 築 し 、

1 2

月 に 広 島 Ｄ Ｃ 倉 庫 を 新 築 し ま し た 。 更 に ス テ ッ プア ッ プ す る と 共 に 、 社 員 個 々 の 力 を 結 集 し て こ れま で 以 上 に 発 展 で き る 企 業 を 創 造 し て 参 り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

弊 社 は 「 お 届 け す る の は 真 心 で

す 」 を モ ッ ト ー に お 客 様 に 選 ん で 頂 け る 物 流 会 社を 目 指 し て お り ま す 。 環 境 に 配 慮 し た 経 営 が 求 めら れ る 時 代 、 企 業 の 枠 組 み を 超 え て Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に も取 り 組 み 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 」 を 推 進 し ま す 。

山 口 市 大 内 氷 上 ３ 丁 目 1- 5 4
T E L : 0 8 3- 9 2 5- 3 7 8 6

【 会 社 概 要 】 住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム  「 太
美 ち ゃ ん ホ ー ム 」 、  訪 問 介 護 障 害 福 祉 ・
重 度 訪 問 介 護 の 「 た み ち ゃ ん ヘ ル パ ー
ス テ ー シ ョ ン 」 、 グ ル ー プ ホ ー ム  「 お い
で ま せ 」 を 運 営 。

住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム

太
た

美
み

ち ゃ ん ホ ー ム
（ 株 ） 正 喜 代 表 取 締 役

白 石 芳 子

さ ん

人 と の 繋 が り を 大 切 に しコ  ロ  ナ 禍 を 乗 り 越 え る【 今 年 の 抱 負 】

コ ロ ナ 禍 で 例 年 よ り 寂 し く 感 じ る

お 正 月 で す が 、 こ ん な 時 に こ そ 強 い 心 と 身 体 で 相手 を 思 い や り 、 人 と の 繋 が り を 大 切 に し て 乗 り 越え た い と 思 い ま す 。 感 染 予 防 を 徹 底 し 、 皆 様 の ご協 力 と ご 理 解 を 賜 り 、 良 い 一 年 に し て 参 り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

太 美 ち ゃ ん ホ ー ム は 、 普 通 の 民

家 で 普 通 の 生 活 が で き る 少 人 数 制 ホ ー ム で す 。 おか げ さ ま で 入 居 者 の 方 々 は と て も お 元 気 で 、 笑 顔が 絶 え な い 毎 日 を 過 ご さ れ て い ま す 。 今 後 も 、 その 人 ら し さ を 支 援 す る 、 地 域 に 根 付 い た 施 設 を 職員 一 同 力 を 合 わ せ て 目 指 し て い き ま す 。 早 く 普 通の 暮 ら し が 戻 る 日 を 願 う ば か り で す 。

山 口 市 下 竪 小 路 1 1 2
T E L : 0 8 3- 9 0 2- 1 6 8 8
h t t p s: / /ji p p o t ei-i s hi n k a n.j p /

【 施 設 概 要 】 江 戸 時 代 に 下 竪 小 路 で 醤 油
醸 造 を 営 ん だ 豪 商 ・ 萬 代 家 か ら 、  市 が 貴
重 な 資 料 や 市 史 跡 を 含 む 建 造 物 を 譲 り 受
け 、 ２ ０ １ ８ 年 ９ 月 に 開 館 し た 幕 末 歴 史 ミ
ュ ー ジ ア ム で す 。

十 朋 亭 維 新 館
館 長

内 山 秋 久

さ ん

山 口 市 天 花 1- 2- 7
T E L : 0 8 3- 9 3 4- 3 3 1 2
F A X : 0 8 3- 9 3 4- 3 3 6 0
h t t p: / / w w w. c- a bl e. n e.j p / ~ s ai k o u /

【 施 設 概 要 】 約 １ ２ ０ 年 間 続 い た 料 亭 「 祇
園 菜 香 亭 」 を 移 築 復 元 し 、 2 0 0 4 （ 平
成  1 6 ）  年 に 開 館 。  観 光 拠 点 、  市 民 の
文 化 ・ 交 流 施 設 と し て の 役 割 を 担 い ま す 。

山 口 市 菜 香 亭
館 長

岡 部 達 矢

さ ん

歴 史 ・ 文 化 資 源 を 活 用 し て幅 広 い 交 流 促 進 目 指 す

山 口  の 歴 史 と 文 化 でお も て な し【 今 年 の 抱 負 】

昨 年 は 「 山 口 ゆ め 回 廊 博 覧 会 」 の

開 催 も あ り 、 年 後 半 に は 多 く の お 客 様 に お 越 し いた だ き ま し た 。 改 め て お 礼 申 し 上 げ ま す 。 職 員 一同 、 充 実 し た ご 案 内 に 努 め て ま い り ま す の で 、 本年 も 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

当 館 で は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 防 止 対 策 を 行 っ て お り 、 皆 様 に 安 心 し て お 越 しい た だ け る 環 境 を 整 え て い ま す 。 新 年 開 館 と 同 時に 「 ２ ０ ２ ２ 年 を 漢 字 一 字 で 表 す 書 道 展 」  、 ３ 月か ら は 「 菜 香 亭 に 集 い し 人 の 花 押 」 の 展 示 を そ れぞ れ 開 催 し ま す （ ※ 花 押 と は サ イ ン の こ と です ）  。 皆 様 の ご 来 館 を お 待 ち し て お り ま す 。

【 今 年 の 抱 負 】

幅 広 い 交 流 促 進 を 目 指 し て 、 当 館

の 一 層 の 周 知 や 利 活 用 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。幕 末 明 治 維 新 期 の 山 口 ゆ か り の 人 物 な ど に ス ポ ット を 当 て た 企 画 展 や 、 様 々 な 講 座 も 計 画 中 で す 。ぜ ひ ご 来 館 く だ さ い 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

昨 年 ４ 月 、 指 定 管 理 者 と し て 館

長 に 就 任 し た 内 山 と 申 し ま す 。 引 き 続 き ご 愛 顧 のほ ど よ ろ し く お 願 い し ま す 。 新 年 は １ 月 ５ 日 よ り通 常 通 り 開 館 。 史 跡 ・ 十 朋 亭 を は じ め と す る 歴 史薫 る 建 物 や 庭 園 を お 楽 し み く だ さ い 。 開 催 中 の「 萬 代 家 の お も て な し 」 展 で は 、  「 う た げ 」 を テ ーマ に 選 り す ぐ り の 酒 器 や 書 を 紹 介 し て い ま す 。

山 口 市 中 市 町 1- 3 3 （ 一 の 坂 川 沿 い ）
T E L : 0 8 3- 9 2 8- 1 6 6 3
F A X : 0 8 3- 9 2 8- 1 6 6 4
h t t p s: / / w w w. t a x t a k a h a s hi.j p /

【 事 務 所 概 要 】 外 資 系 石 油 会 社 を 退 職 し
故 郷 の 山 口 市 に 帰 っ て 開 業 し て  1 0  年 。
主 な 業 務 は 新 規 開 業 ・ 法 人 設 立 サ ポ ー ト 、
相 続 税 申 告 な ど

高 橋 克 行 税 理 士 事 務 所
代 表

高 橋 克 行

さ ん

明 け ま し て お め で と う ご ざい ま す【 今 年 の 抱 負 】

今 年 は 壬

み ず の え

寅 と ら

年 で 、  「 壬 」 は 「 妊 に

通 じ 、 陽 気 を 下 に 姙

は ら

む 」  、  「 寅 」 は 「

螾 み み ず

に 通 じ 、 春

の 草 木 が 生 ず る 」 と い う 意 味 が あ り 、 そ の た め「 壬 寅 」 は 厳 し い 冬 を 越 え て 芽 吹 き 始 め 、 新 し い成 長 の 礎 と な る イ メ ー ジ だ そ う で す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

２ ０ １ ０ 年 に ゼ ロ か ら 税 理 士 事

務 所 を 開 業 し ま し た 。 多 く の 皆 様 の 支 え が あ っ て今 が あ る こ と に 感 謝 の 気 持 ち で い っ ぱ い で す 。 これ か ら の 新 し い 出 会 い に 気 持 ち が 高 ま る と 共 に 、関 わ る 皆 さ ん の 期 待 に 応 え て 行 か ね ば な ら な い こと に 身 の 引 き 締 ま る 思 い も し ま す 。 よ り 多 く の 皆さ ん の お 力 に な れ る よ う 、 今 年 も 頑 張 り ま す ！

山 口 市 朝 田 ９ ２ ８- １
T E L :０ ８ ３ -  ９ ３ ４ -  ５ ３ ０ １
F A X :０ ８ ３ -  ９ ３ ４ -  ５ ３ ０ ２
h t t p s: / / w w w. o s u mi- g r o u p.j p /

【 会 社 概 要 】 お お す み グ ル ー プ は タ ク シ
ー 、  貸 切 バ ス 、  葬 祭 事 業 に 加 え I T  事 業
も 展 開 し 、  人 間 創 造 企 業 を 目 指 し て い ま
す 。

お お す み グ ル ー プ
代 表 取 締 役

大 隅 正 和

さ ん

「 安 心 」 と 「 安 全 」 そ し て「 共 感 」 の お も て な し で【 今 年 の 抱 負 】

コ ロ ナ 禍 が 沈 静 化 し 人 流 の 回 復 が

見 込 ま れ る 中 、 当 社 は 伝 統 を 引 き 継 ぎ つ つ も 新 たな 事 業 の 拡 大 に 邁 進 し 、 お 客 様 と の 「 共 感 力 」 を磨 き な が ら 、 更 な る 成 長 を 目 指 し て 参 り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

大 隅 タ ク シ ー ・ お お す み 観 光 ・

葬 祭 と 仏 壇 の お お す み で は 、 新 型 コ ロ ナ 感 染 予 防対 策 に グ ル ー プ を 挙 げ て 取 り 組 ん で お り ま す 。 おお す み グ ル ー プ は 、  「 安 全 」  ・  「 安 心 」 そ し て お 客様 へ の 「 共 感 」 を モ ッ ト ー に 新 し い 生 活 様 式 に マッ チ し た 「 お も て な し 」 に 力 を 入 れ て 参 り ま す 。市 民 の 皆 様 、  「 お お す み グ ル ー プ 」 へ の 旧 に 倍 する ご 愛 顧 を 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

→ ４ ０ 人 の 新 入 生 を 募 集 し て お り 、 ス ポ ー ツ や 芸 能 活 動 の 両 立 、 進 路 に 合 わ せ た 科 目 中 心 の 学 習 な ど 、 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 で き る 柔 軟 な 教 育 シ ス テ ム に な っ て い る 。

山 口 市 後 河 原 １ ６ ０
T E L : ０ ８ ３ -  ９ ２ ３ -  ５ ７ ２ ７

【 組 織 概 要 】2 0 0 6 （ 平 成 1 8 ） 年  9  月 1 日 設 立 、
2  年 後 の  1 2  月  2  日 に  N P O  と し て 認 可 。  山
口 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 年 度 ロ ー タ リ ー 賞 、  第
2 1  回 読 売 山 口 メ セ ナ 大 賞 、  第  5  回 山 口 市 景
観 賞  「 ま ち な み 形 成 活 動 部 門 」  最 優 秀 賞 の ほ
か 、  山 口 市 長 か ら 感 謝 状 を 授 与 さ れ ま し た 。

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 亀 山 公 園 を 愛 し 育 て る 会
理 事 長 ／ 元 山 口 市 副 市 長

吉 田 正 治

さ ん

亀 山 公 園 山 頂 広 場市 街 地 ぐ る り と 見 渡 せ ま す【 今 年 の 抱 負 】

コ ロ ナ 禍 、 四 方 の 山 並 み と 山 口 市

街 地 を ぐ る り 見 渡 せ る 山 頂 広 場 は 、 心 地 よ い 気 持ち に さ せ て く れ ま す 。 今 年 は 亀 山 公 園 の 魅 力 発 信と 、 山 口 市 、 サ ビ エ ル 教 会 、 県 立 美 術 館 な ど 関 係団 体 と の 連 携 を 深 め 、 よ り 多 く の 皆 様 に 御 利 用 いた だ き 、 楽 し ん で い た だ け る 亀 山 公 園 に な り ま す様 、 取 り 組 ん で 参 り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

山 頂 か ら の 展 望 、 芝 生 の 広 場 、

新 設 ト イ レ 、 復 活 し た 池 ・ 滝 、 登 り や す い 遊 歩 道な ど 安 心 し て 楽 し め る 亀 山 公 園 で す 。 と か く 自 宅で 過 ご さ れ る こ と が 多 い コ ロ ナ 禍 、 散 歩 コ ー ス や家 族 で お 出 か け の 際 な ど 、 是 非 ご 利 用 く だ さ い 。

山 口 市 湯 田 温 泉 ４ 丁 目 ５
M AI L : i n f o @ k a m e h u k u. c o m
h t t p s: / / w w w. k a m e f u k u. c o m /

【 会 社 概 要 】 1 9 3 7 （ 昭 和  1 2 ） 年  2  月
開 業 。 戦 前 、 戦 後 、 高 度 経 済 成 長 な ど 、
時 代 の 要 求 に 合 わ せ て 規 模 や サ ー ビ ス
等 変 化 を 続 け て き ま し た 。 全 館 建 て 替 え
の た め 、  2 0 2 0  年  3  月 か ら 休 館 中 。

ホ テ ル か め 福
代 表 取 締 役 社 長

梅 林 義 彦

さ ん

本 年 ３ 月 宴 会 棟 オ ー プ ン ！価 値 あ る サ ー ビ ス を 追 求 ！【 今 年 の 抱 負 】

新 館 開 業 が 、 ポ ス ト コ ロ ナ の 新 時

代 到 来 を 迎 え る 湯 田 温 泉 に 受 け 入 れ ら れ 、 当 地 の希 望 の 光 と な れ ま す 様 に 、 努 力 と 挑 戦 の 年 と 考 えて お り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

弊 社 か め 福 は 、 ２ 年 間 の 全 館 休

業 の 後 、 改 築 工 事 を 終 え い よ い よ 本 年 ３ 月 に 県 下最 大 級 の 宴 会 棟 が 開 業 の 運 び と な り ま し た 。 続 いて 、 温 泉 温 浴 施 設 、 レ ス ト ラ ン 、 宿 泊 ホ テ ル 、 パー キ ン グ な ど 、 夏 ま で に 全 施 設 を 続 々 と オ ー プ ンし て 参 り ま す 。  「 満 足 と 信 頼 」 を モ ッ ト ー に 、 新た な 価 値 を 追 求 し て 、 社 員 一 同 邁 進 す る 所 存 です 。



サ ン デ ー 山 口５ 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯

伊 藤 勝 彦

さ ん

中 小 企 業 診 断 士 が 起 業 ・ 経営 ・ Ｄ Ｘ を 支 援【 今 年 の 抱 負 】

中 小 企 業 診 断 士 と し て 、 起 業 ・ 経

営 ・ Ｄ Ｘ の 支 援 を 継 続 し 、 福 岡 ・ 東 京 に 続 き 、 今年 か ら 広 島 県 に も 対 象 エ リ ア を 拡 大 し ま す 。 また 、 Ｄ Ｘ 実 践 企 業 と し て 、 テ ク ノ ロ ジ ー の 力 で 生活 と ビ ジ ネ ス に 安 全 な 環 境 を 提 供 す る 、 顔 認 証 技術 を 用 い た Ｄ Ｘ 事 業 「 ｓ ｉ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｒ ｅ ｃ

® 」

の シ ェ ア 拡 大 に 務 め ま す 。 さ ら に 、 Ｎ Ｆ Ｔ ア ー トギ ャ ラ リ ー 事 業 を 開 始 、 日 本 の ア ー ト 作 品 を 世 界に 広 め ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

コ ロ ナ 禍 を 経 て 起 業 を 考 え る 方

が 増 え て い ま す 。 起 業 前 は 山 口 商 工 会 議 所 の 山 口起 業 カ レ ッ ジ 受 講 を ご 検 討 く だ さ い 。

大 島 郡 周 防 大 島 町 東 安 下 庄 2 8 1 1- 2 8
M AI L : i t o h @ si m pl e s y s t e m. c o.j p
C h a t w o r k : i t o h k a t s u hi k o
G o o gl e C h a t : i t o h @ si m pl e s y s t e m. c o.j p
h t t p s: / / w w w. si m pl e s y s t e m. c o.j p /

【 会 社 概 要 】 経 営 ・ Ｄ Ｘ コ ン サ ル テ ィ ン グ 、
Ｄ Ｘ 事 業 「 ｓ ｉ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｒ ｅ ｃ ® 」 、 ト ラ イ ワ ー
ク ス ジ ャ パ ン （ 株 ） 取 締 役

シ ン プ ル シ ス テ ム 株 式 会 社
代 表 取 締 役

山  口  市  駅  通 り １ 丁 目 ７ 番 ８ 号
T E L :０ ８ ３ -  ９ ２ ５ -  ７ ０ ３ ３
F A X :０ ８ ３ -  ９ ２ ５ -  ７ ０ ３ ４
M AI L : c q w 2 2 5 0 3 @ ni f t y. c o m

【 事 務 所 概 要 】 司 法 書 士 、  土 地 家 屋 調 査
士 事 務 所 と し て 、 １ ９ ９ ８ （ 平 成 １ ０ ） 年
８ 月 開 業 。

渡 邉 一 正 司 法 書 士 事 務 所
司 法 書 士 ・ 土 地 家 屋 調 査 士

渡 邉 一 正

さ ん

幅 広 い 業 務 を 取 り 扱 っ て いま す【 今 年 の 抱 負 】

相 続 ・ 売 買 ・ 建 物 新 築 ・ 抵 当 権 抹

消 等 の 不 動 産 登 記 、 会 社 設 立 ・ 役 員 変 更 等 の 商業 ・ 法 人 登 記 、 破 産 手 続 開 始 ・ 後 見 開 始 申 立 書 ・訴 状 等 の 裁 判 所 提 出 書 類 の 作 成 、 一 四 〇 万 円 以 内の 裁 判 上 又 は 裁 判 外 の 訴 訟 手 続 等 の 代 理 、 成 年 後見 人 等 へ の 就 任 、 財 産 管 理 ・ 民 事 信 託 業 務 、 土 地境 界 確 認 、 筆 界 特 定 手 続 の 代 理 、 土 地 ・ 建 物 の 調査 ・ 測 量 な ど 、 幅 広 い 業 務 を 行 っ て ま い り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

令 和 六 年 に は 相 続 登 記 の 義 務 化

が 始 ま り ま す 。 長 期 間 、 相 続 登 記 を し な い ま ま にな っ て い る 不 動 産 が あ り ま し た ら 、 お 気 軽 に ご 相談 く だ さ い 。

山 口 市 大 内 問 田 ３- ２ ７- ２ ０
T E L :０ ８ ３ -  ９ ３ ２ -  ４ ５ ８ ７

【 会 社 概 要 】 １ ９ ９ ６ 年 創 業 、  2 0 1 5  年
法  人  化  。  イ  ベ  ン ト  に  お  け  る  テ  ン ト  や  ス  テ
ー ジ の レ ン タ ル と 会 場 設 営 、  地 鎮 祭 や テ
ー プ カ ッ ト な ど の セ レ モ ニ ー の お 手 伝 い
を 手 掛 け て い ま す 。 コ ロ ナ 禍 で 、  式 菜 フ
ァ ー ム と い う 農 業 部 門 を 立 ち 上 げ ま し た 。

式 祭 リ ー ス 株 式 会 社
代 表 取 締 役

西
　
隆 之

さ ん

コ ロ ナ に 負 け な い 体 づ く り黒 に ん に く で 健 康 増 進 ！【 今 年 の 抱 負 】

コ ロ ナ で 多 大 な ダ メ ー ジ を 受 け て

３ 年 目 と な る 今 年 も 、 経 費 削 減 し な が ら イ ベ ン ト業 の 仕 事 が 徐 々 に 増 え る こ と を 期 待 し つ つ 、 新 たな 農 業 部 門 、 式 菜 フ ァ ー ム も 頑 張 っ て い き ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

式 菜 フ ァ ー ム で は 、 黒 に ん に く

の 製 造 ・ 販 売 を し て い ま す 。 黒 に ん に く は 、 に んに く の 栄 養 を 凝 縮 。 ア ル ギ ニ ン や ポ リ フ ェ ノ ー ルを 多 く 含 み 、 さ ら に に ん に く 独 特 の 臭 い も 無 く なっ た 、 非 常 に 優 れ た 食 品 で す 。 皆 様 の 健 康 増 進 にお 役 立 て く だ さ い 。 野 菜 直 売 所 や 道 の 駅 、 ネ ッ トで も 販 売 し て い ま す 。 詳 細 は 式 典 の 『 式 』 に 野 菜の 『 菜 』  、  『 式 菜 フ ァ ー ム 』 で 検 索 し て く だ さ い 。

山 口 市 小 郡 黄 金 町 2- 2 1 ス ク エ ア 新 山 口 9 F
T E L : 0 8 3- 6 0 0- 0 3 3 1
F A X : 0 8 3- 6 0 0- 0 3 3 5

【 会 社 概 要 】 1 9 8 7 （ 昭 和  6 2 ） 年 に ス
タ ー ト し た 会 社 で す 。

プ ル デ ン シ ャ ル 生 命 保 険
山 口 支 社
エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・ ラ イ フ プ ラ ン ナ ー

城 戸 宣 彦

さ ん

保 険 金 を お 届 け す る そ の 日ま で 、  人 生 に 寄 り 添  い  ま す【 今 年 の 抱 負 】

昨 年 は コ ロ ナ 禍 の 中 、 オ ン ラ イ ン

商 談 も 行 い 、 多 く の お 客 さ ま と 面 談 す る こ と が でき ま し た 。 お 客 さ ま の 一 人 一 人 が 経 済 的 な 保 障 と心 の 平 和 を 得 る こ と が で き る よ う 、 周 り を 明 る く元 気 に す る ラ イ フ プ ラ ン ナ ー を 目 指 し ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

個 人 の お 客 さ ま に ラ イ フ プ ラ ン

ニ ン グ や 相 続 対 策 、 法 人 の お 客 さ ま に は 福 利 厚 生と し て 退 職 金 制 度 や 事 業 承 継 な ど の ご 要 望 に オ ーダ ー メ イ ド で 幅 広 く 対 応 さ せ て い た だ き ま す 。 生命 保 険 の 話 を 通 じ て 、 こ れ か ら の 未 来 に つ い て 一緒 に 考 え て み ま せ ん か ？

  山 口 県 ４ 月 、 県 内 初 の ３ 部 制 （ 午 前 ・ 午 後 ・ 夜 間 ） の 定 時 制 と 通 信 制 を も つ 公 立 高 校 「 山 口 松 風 館 高 校 」 が 小 郡 下 郷 に 開 校 。 通 信 制 は ４ ０ ０ 人 、 定 時 制 は 各 部 →

山 口 市 湯 田 温 泉 ４- ６- ４
T E L :０ ８ ３ -  ９ ２ ２ -  ０ ０ ９ １
F A X :０ ８ ３ -  ９ ２ ４ -  ３ ０ ８ ０
h t t p: / / w w w. n- t o ki w a. c o.j p /

【 会 社 概 要 】 「 劇 場 型 旅 館 」  西 の 雅 常 盤
を 運 営 。 「 女 将 劇 場 」 「 エ ン タ メ 旅 館 」
の  キ ャ ッ チ フ レ  ー  ズ  で も 知 ら れ 、  親  子  三
世 代 で 楽 し め ま す 。

株 式 会 社 常 盤
代 表 取 締 役 社 長

宮 川 和 也

さ ん

湯 田 温 泉 の 知 名 度 を 高 め る【 今 年 の 抱 負 】

西 の 雅 常 盤 は 、  「 温 泉 宿 ・ ホ テ ル 総

選 挙 ２ ０ ２ １ 」 に て ３ 部 門 で 紹 介 さ れ ま し た 。 ファ ミ リ ー 部 門 で 全 国 エ リ ア ５ 位 、 中 国 エ リ ア １位 。 露 天 風 呂 部 門 で 全 国 エ リ ア ９ 位 、 中 国 エ リ ア２ 位 。 ア ク セ ス 部 門 で 全 国 エ リ ア ２ 位 、 中 国 エ リア １ 位 で 紹 介 さ れ て お り ま す 。 今 年 も 社 員 一 丸 とな っ て 更 な る 上 位 を 目 指 し 、 湯 田 温 泉 の 知 名 度 を高 め て ま い り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

親 子 三 世 代 に 楽 し ん で い た だ け

る 旅 館 づ く り を 目 指 す と 共 に 、 市 民 の 皆 様 に 愛 され る 旅 館 に な り ま す よ う 邁 進 し て ま い り ま す 。 今年 も 西 の 雅 常 盤 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

山 口 市 上 宇 野 令 ７ ８ ４
T E L / F A X :０ ８ ３ -  ９ ２ ２ -  ２ ２ ８ １
h t t p s: / / w w w. m o d. g o.j p / g s d f / m a e /
y a m a g u ti /i n d e x. h t ml

【 組 織 概 要 】 明 治  2 9  年  1 2  月 創 設 、 昭
和  3 0  年 に 現 在 地 に 駐 屯 。 災 害 派 遣 や
地 域 貢 献 活 動 な ど を 行 っ て い ま す 。

陸 上 自 衛 隊 山 口 駐 屯 地
陸 上 自 衛 隊 山 口 駐 屯 地 第  1 7  普 通 科 連 隊 長
兼 ね て 山 口 駐 屯 地 司 令 １ 等 陸 佐

山 室 知 由

さ ん

地 域 の 皆 様 と と も に【 今 年 の 抱 負 】

山 口 県 民 ・ 山 口 市 民 の 安 全 と 安 心

の た め 、 隊 員 一 丸 と な っ て 精 強 な 部 隊 育 成 に 全 身全 霊 で 挑 み 、 日 夜 努 力 し ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

陸 上 自 衛 隊 山 口 駐 屯 地 は 、 昭 和

三 十 年 に 現 在 地 に 駐 屯 し て 以 来 、 長 き に わ た り 市民 の 皆 様 と と も に 歩 ん で ま い り ま し た 。 日 々 の 訓練 を は じ め 各 自 治 体 と 連 携 し て 防 災 訓 練 ・ 市 民 行事 等 に も 積 極 的 に 協 力 し て い ま す 。 皆 様 と の つ なが り を 強 め て 、 山 口 駐 屯 地 の 事 を も っ と 知 っ て いた だ く よ う に 努 め て ま い り ま す 。 今 年 も よ ろ し くお 願 い い た し ま す 。

山 口 市 大 内 問 田 1- 1 6- 1 2
T E L : 0 8 3- 9 2 5- 0 4 0 8
F A X : 0 8 3- 9 2 1- 2 5 6 7
M AI L : n- t o s o u  ＠  k m h. bi gl o b e. n e.j p

【 会 社 概 要 】 創 業  5 3  年 。 1 9 9 3  年 （ 平
成  5  年 ） に 法 人 化 。 5  人 の プ ロ ス タ ッ フ
が 、 丁 寧 に 皆 様 の ご 要 望 に お 応 え し ま す 。

有 限 会 社 永 藤 塗 装 店
代 表 取 締 役 社 長

永 藤 利 明

さ ん

兆 し は 朝 ま だ き の 鳥 の 如 く【 今 年 の 抱 負 】

平 穏 無 事 な 日 々 も さ る こ と 、 社 内

の 雰 囲 気 も 気 付 け ば 日 常 化 に 伴 い 甘 ん じ て き た 節も 否 め ず 、 歴 史 的 局 面 が 残 し て い く も の は あ な がち 負 の 要 素 ば か り で は 無 か っ た の だ と 気 付 か さ れま す 。 遺 憾 な く こ の 経 験 を 活 か し 社 員 一 丸 と な り笑 顔 を 忘 れ ず 躍 動 で き る 年 に し た い と 思 い ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

昨 年 に 携 わ ら せ て い た だ い た 多

く の 皆 様 へ ま ず は 感 謝 を 申 し 上 げ ま す 。 こ こ ま であ ら ゆ る 方 面 で 沈 み 切 っ た 分 、 こ れ か ら は 良 い 傾向 に 流 れ は 来 る と 思 い ま す 。 本 年 は 一 人 で も 多 く幸 が 実 感 で き 、 皆 様 に と っ て よ り 良 い 年 と な る よう 心 よ り ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

山 口 市 宮 野 上 1 6 3- 1 1 F
T E L : 0 8 3- 9 3 2- 5 7 1 7
h t t p: / /li f e- c o n. n e t

【 会 社 概 要 】 2 0 0 4 （ 平 成 1 6 ） 年 に 開 業 。
主 な 業 務 は 、  組 織 の 活 性 化 や 社 員 教 育 、
よ り よ い 労 務 管 理 の 組 織 づ く り な ど 。

社 会 保 険 労 務 士 事 務 所
ラ イ フ コ ン サ ル
所 長 ／ 特 定 社 会 保 険 労 務 士

片 岡 貞 継

さ ん

２ ０ ２ ２ 年 は 中 小 企 業 のＳ Ｄ Ｇ ｓ 元 年 で す ！【 今 年 の 抱 負 】

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ は 「 持 続 可 能 な 開 発 目

標 」 の 略 称 で 、 ２ ０ ３ ０ 年 ま で に 、 先 進 国 も 新 興国 も 、 国 も 企 業 も Ｎ Ｐ Ｏ も 個 人 も 、 あ ら ゆ る 垣 根を 越 え て 協 力 し 、 よ り 良 い 未 来 を つ く ろ う と 国 連で 決 ま っ た

1 7の 目 標 の こ と で す 。 当 事 務 所 の Ｓ Ｄ

Ｇ ｓ の 取 組 み と 同 時 に 、 ク ラ イ ア ン ト 様 の Ｓ Ｄ Ｇｓ の 取 組 支 援 を 今 年 の 大 き な 目 標 に い た し ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

今 年 は い よ い よ 中 小 企 業 に お い

て も Ｓ Ｄ Ｇ ｓ へ の 取 組 み が 本 格 化 し て き ま す 。 本業 を 通 じ て Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の

1 7の 目 標 を 達 成 す る 支 援 に

力 を 入 れ て 参 り ま す 。 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に 関 し て ご 質 問 など が あ り ま し た ら 、 お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯ 　 ６サ ン デ ー 山 口

山 口 市 神 田 町 8- 1
T E L : 0 8 3- 9 2 5- 7 9 1 2
M AI L : i n f o @ s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p
h t t p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /

【 会 社 概 要 】 1 9 7 8 （ 昭 和  5 3 ） 年  8  月
に 無 料 地 域 情 報 紙  「 サ ン デ ー 山 口 」 を
創 刊 。 こ れ ま で に 、  7 4 0 0  回 の 発 行 を
積 み 重 ね て き ま し た 。

株 式 会 社 サ ン デ ー 山 口
代 表 取 締 役 社 長

開 作 真 人

さ ん

創 刊

4 4周 年 を 迎 え ら れ る こ

と に 感 謝 し ま す【 今 年 の 抱 負 】

社 内 体 制 や 業 務 内 容 の 見 直 し を 進

め 、 顧 客 ・ 読 者 の 皆 様 に 満 足 ・ 感 動 し て い た だ ける よ う な 広 告 ・ 記 事 づ く り に 取 り 組 み ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

地 域 情 報 紙 「 サ ン デ ー 山 口 」

は 、 お か げ さ ま で 今 年 ８ 月 に 創 刊

4 4周 年 を 迎 え ま

す 。 当 初 は （ 合 併 前 の ） 山 口 市 だ け で の 発 行 で した が 、 現 在 は 山 口 市 、 美 祢 市 、 宇 部 市 （ 一 部 ）  、防 府 市 （ 一 部 ） へ と 配 布 エ リ ア も 拡 大 。 私 ど も のお 届 け す る 情 報 が 、 地 域 の 皆 様 の 生 活 に 、 潤 い や楽 し さ を も た ら す 一 助 に な れ ば 幸 い で す 。 ま た 、「 身 近 な 掲 示 板 」 と し て 、 広 告 枠 も お 気 軽 に ご 活用 い た だ け た ら と 思 い ま す 。

山 口 市 平 井 １ ５ 2- ５
Ｔ Ｅ Ｌ :０ ８ ３ -  ９ ２ ８ -  ３ ９ ６ ５

【 会 社 概 要 】 建 築 及 び 不 動 産 業 。 住 宅 や
店 舗 の リ フ ォ ー ム ・ 新 築 工 事 。 中 古 住 宅
の 物 件 探 し → 建 物 診 断 → リ フ ォ ー ム → 仲
介 業 務 → ア フ タ ー ま で の ワ ン ス ト ッ プ サ
ー ビ ス 。 ア パ ー ト の 買 取 再 販 や 入 居 促 進
な ど 、  建 築 技 術 を 生 か し た 不 動 産 事 業 。

株 式 会 社 マ イ ル ー ム
代 表 取 締 役

下 道 一 範

さ ん

「 地 域 課 題 解 決 企 業 」 に
挑 戦 し 続 け ま す【 今 年 の 抱 負 】

企 業 価 値 の 最 大 化 を 考 え る 。

【 市 民 の 皆 様 へ 】

コ ロ ナ ウ イ ル ス を き っ か け に 社

会 は 大 き く 変 化 し 、 多 く の 企 業 は 自 社 の 必 要 価 値を 見 直 し 、 急 速 な 変 化 や 対 応 が 求 め ら れ て い ます 。 弊 社 の 企 業 価 値 と は 、 お 客 様 よ り 頂 い た 課 題に 対 し 、 適 応 性 に 富 ん だ よ り 高 い レ ベ ル で の 解 決方 法 を 創 出 す る こ と と 考 え ま す 。 誰 で も ス マ ホ 一つ で 多 く の 情 報 が 入 る 時 代 だ か ら こ そ 、 お 客 様 が迷 う こ と の な い 誠 意 あ る 本 物 の 仕 事 が 求 め ら れ てい ま す 。 創 業

3 3年 を 迎 え こ れ ま で 多 く の お 客 様 か

ら い た だ い た 経 験 や 技 術 を 生 か し 、 顧 客 満 足 、 そし て 地 域 の 課 題 解 決 に 向 け 本 年 も 精 進 致 し ま す 。

山 口 市 後 河 原 ２ ８ 番 地 ３
T E L : 0 8 3- 9 3 2- 0 9 1 4
F A X : 0 8 3- 9 3 2- 0 9 1 5
M AI L : f u k u d a @ y- c e n t r al- o f fi c e.j p
h t t p s: / / w w w. y- c e n t r al- o f fi c e.j p /

【 会 社 概 要 】 2 0 0 7 （ 平 成 １ ９ ） 年 設 立 。
お 客 様 専 用 駐 車 場 有 。 防 府 オ フ ィ ス で も
相 談 可 （ 防 府 市 八 王 子 １-  ２ ３-  ４ ）

司 法 書 士 法 人 や ま ぐ ち 中 央 事 務 所
代 表

福 田 修 平

さ ん

司 法 書 士 の 相 続 ア シ  ス ト【 今 年 の 抱 負 】

こ れ ま で の 高 齢 者 の 財 産 管 理 、 家

族 信 託 業 務 に 加 え 、  「 事 業 承 継 コ ン サ ル テ ィ ング 」 に 取 り 組 み ま す 。 個 人 だ け で な く 事 業 者 の 想い に 寄 り 添 い 、 未 来 へ つ な ぐ お 手 伝 い を い た し ます 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

山 口 県 の 後 継 者 不 足 は 深 刻 で

す 。 こ れ ま で 培 っ て き た ノ ウ ハ ウ や 技 術 が 承 継 され な い の は 地 域 に と っ て 大 き な 損 失 で す 。 事 業 承継 は 事 業 の 衰 退 や 縮 小 を 意 味 す る も の で は な く 、よ り 大 き く 飛 躍 す る た め の 「 事 業 計 画 」 の 一 つ です 。 こ れ ま で の 経 験 を フ ル 活 用 し 、 よ り 発 展 的 な事 業 承 継 の お 手 伝 い を さ せ て い た だ き ま す 。

山  口  市  中  央 ５ 丁 目 ２- ３ ４
セ ン ト ラ ル ビ  ル ５ 階
T E L : 0 8 3- 9 2 1- 6 3 7 7
h t t p s: / / w w w. u s hi mi-l a w.j p

【 会 社 概 要 】 2 0 1 3 （ 平 成 ２ ５ ） 年 設 立 。
個 人 向 け に 交 通 事 故 や  B  型 肝 炎 訴 訟 、
法 人 向 け に 経 営 相 談 や 従 業 員 支 援 プ ロ グ
ラ ム （ Ｅ Ａ Ｐ ） な ど 。 ア ル ク 山 口 店 向 か い 。

弁 護 士 法 人 牛 見 総 合 法 律 事 務 所
代 表 ／ 弁 護 士

牛 見 和 博

さ ん

弁 護 士  ・  ス タ  ッ  フ

複 数 名 の チ

ー ム で あ ら ゆ る 問 題 に 対 応【 今 年 の 抱 負 】

開 業 以 来 、  「 山 口 県 一 ア ク セ ス し や

す く 相 談 し や す い 事 務 所 」 を 目 指 し 、 地 域 密 着 で取 り 組 ん で き ま し た 。 今 後 も ど ん ど ん 新 し い こ とに 挑 戦 し て ま い り ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

「 こ れ っ て 、 弁 護 士 に 相 談 す る こ

と な の か な あ 」 と 思 っ て い ま せ ん か 。 誰 に も 相 談し な い で い る う ち に 、 事 態 が 悪 い 方 向 に 進 ん で しま う 可 能 性 が あ り ま す 。 当 事 務 所 で は 、 複 数 の 弁護 士 が 、 そ れ ぞ れ の 知 識 と 経 験 を 持 ち 寄 り 、 最 善の 解 決 策 を 探 り ま す 。 ご 相 談 は 【 初 回 無 料 】 です 。 ま ず は お 気 軽 に 、 お 話 を お 聞 か せ く だ さ い 。

［ 本 社 ］ 山 口 市 宮 野 下 1 3 9 5- １
T E L :０ ８ ３- 9 0 2- 2 1 0 0
F A X :０ ８ ３- 9 0 2- 2 1 0 1

［ 防 府 営 業 所 ］ 防 府 市 迫 戸 町 1 ９- 3 6 ク ロ ー バ ー ビ ル 1 F
T E L :０ ８ ３ ５ -  ２ ７ -  ２ ８ ５ ５
F A X :０ ８ ３ ５ -  ２ ７ -  ２ ８ ５ ６
h t t p: / / w w w. cl e a n- y a m a g u c hi.j p /

【 会 社 概 要 】 1 9 9 2 （ 平 成 ４ ） 年 創 業 。

有 限 会 社 ク リ ー ン 山 口
代 表 取 締 役 社 長

蔵 増 卓 朗

さ ん

顧 客 満 足 か ら顧 客 感 動  へ【 今 年 の 抱 負 】

創 業

3 0年 目 を 迎 え る 本 年 は 、 さ ら

な る 「 快 適 」 な 環 境 を お 客 さ ま に ご 提 供 で き る よう 、 枠 に と ら わ れ な い 柔 軟 な 発 想 で 、 全 社 一 丸 とな っ て 品 質 の 向 上 に 取 り 組 み ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

当 社 は 、 山 口 市 を 中 心 に 清 掃 業

務 ・ 設 備 管 理 業 務 ・ 室 内 装 飾 業 務 ・ 害 虫 駆 除 業 務を し て い ま す 。 オ フ ィ ス ビ ル か ら ご 家 庭 ま で 、 お客 さ ま の 大 切 な 資 産 を い つ も 美 し く 維 持 で き る よう 、 専 門 の ス タ ッ フ に よ る ア ド バ イ ス も 行 っ て おり ま す 。 お 客 さ ま に 信 頼 さ れ る サ ー ビ ス を 目 指し 、 地 域 に 貢 献 で き る 人 づ く り ・ 企 業 づ く り に まい 進 し ま す 。 お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

山 口 市 黒 川 1 1 6 5- 3
T E L :  0 8 3- 9 2 9- 3 1 3 3
h t t p s: / / w w w. ki k o e- s u p p o r t c e n t e r. c o m /

【 会 社 概 要 】 出 張 訪 問 に よ る 補 聴 器 の 販
売 お よ び 調 整 サ ー ビ ス な ど 。
営 業 時 間  9  時 ～  1 8  時 、  第  1 ・ 3  土 曜
1 7  時 ま で 　 店 休 日 （ 日 ・ 祝 日 、  第  2 ・
4  土 曜 、  盆 、  正 月 ） 年 始  4  日 よ り 営 業

聴 こ え ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー
（ 石 田 久 有 限 会 社 ） 代 表 取 締 役

石 田

　
肇
さ ん

聴 こ え は 十 人 十 色【 今 年 の 抱 負 】

一 人 で も 多 く の 聞 き 取 り に 困 っ て

い る 方 に 対 し て 、 聞 き 取 り を 楽 に し 、 会 話 と い うコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 充 実 し 、 よ り 良 い 聴 こ え 生活 を 満 喫 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

「 出 張 訪 問 の 補 聴 器 専 門 店 」 で

す 。 補 聴 器 に 関 す る 相 談 や メ ン テ ナ ン ス 、 調 整 、購 入 を サ ポ ー ト し ま す 。  「 マ ス ク 着 用 に よ り 会 話が 聞 き 取 り に く い 」  「 テ レ ビ が 聞 き づ ら い 」 な どの お 困 り の 声 や 、 ご 家 族 の ご 依 頼 に 対 し 、 訪 問 させ て い た だ き 、 市 内 外 の お 客 様 に 喜 ん で い た だ いて お り ま す 。 耳 鼻 科 医 と 連 携 し て サ ー ビ ス 向 上 を目 指 し て お り ま す 。 お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

 ス ポ ー ツ ５ 月 １ ３ 日 （ 金 ） か ら ２ ９ 日 （ 日 ） ま で 、 第 １ ９ 回 Ｆ Ｉ Ｎ Ａ 世 界 水 泳 選 手 権 ２ ０ ２ ２ 福 岡 大 会 が 開 催 。 東 京 五 輪 延 期 の 影 響 で 約 １ ０ カ 月 延 期 さ れ て い た 。

山 口 市 中 央 ３ 丁 目 ２ 番 3 0 号 Y K ビ ル ４ 階
T E L ： 0 8 3- 9 2 9- 3 3 7 0
F A X ： 0 8 3- 9 2 9- 3 3 7 1
H P は 「 o f fi c e K O M S 」 で 検 索

【 組 織 概 要 】 平 成 ２ ３ 年  9  月 、 司 法 書 士 と
土 地 家 屋 調 査 士 で 合 同 事 務 所 と し て 開 業 。
不 動 産 に 関 す る 各 種 業 務 を 取 り 扱 い ま す 。

司 法 書 士 ・ 土 地 家 屋 調 査 士 ・ 行 政 書 士 事 務 所
o f fi c e K O M S
司 法 書 士 ・ 行 政 書 士

岡 本 修 一

さ ん

〝 町 の よ ろ ず 相 談 所 〞  を目 指 し ま す【 今 年 の 抱 負 】

昨 年 、 新 し く 司 法 書 士 が １ 名 加 入

し ま し た 。 依 頼 者 の 皆 様 に よ り 一 層 き め 細 か い サー ビ ス を ご 提 供 で き る よ う 、 事 務 所 一 同 ま す ま す精 進 し て ま い り た い と 思 い ま す 。【 市 民 の 皆 様 へ 】

当 事 務 所 は 、 不 動 産 に 関 す る 登

記 手 続 、 会 社 に 関 す る 登 記 手 続 、 相 続 手 続 、 債 務整 理 、 成 年 後 見 業 務 、 測 量 業 務 等 を 取 り 扱 っ て おり ま す 。  「 相 続 の 手 続 き っ て ど う す る の ？ 」  「 認 知症 の 母 が 心 配 で … 」  「 借 金 の こ と で 頭 が い っ ぱ い… 」 な ど の お 悩 み ご と が ご ざ い ま し た ら 、  〝 町 のよ ろ ず 相 談 所 〞 と し て お 力 に な り た い と 思 い ます 。 ま ず は お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

山 口 市 湯 田 温 泉 ３ 丁 目 ２ 番 ７ 号
T E L : 0 8 3- 9 2 2- 0 8 1 1
F A X : 0 8 3- 9 2 2- 8 7 3 5
h t t p s: / / w w w. c e n t c o r e. c o m /

【  施  設  概  要  】  平  成 １ １ 年 １ １ 月 １ 日 開  業
。  ホ  テ  ル  業  （  宿  泊 ・ 会  議  室 ・ 会  食 ・ 宴  会 ・
レ ス ト ラ ン ・ 温 泉 ） 。

セ ン ト コ ア 山 口
支 配 人

安 田 智 史

さ ん

料 理 と ホ ス ピ タ リ テ ィマ イ ン ド を 更 に 磨 き ま す ！【 今 年 の 抱 負 】

お 客 様 の 「 笑 顔 」 と 「 あ り が と

う 」 の 言 葉 が 我 々 の 一 番 の 活 力 で す ！

　
料 理 と ホ

ス ピ タ リ テ ィ マ イ ン ド を 更 に 磨 き ま す ！【 市 民 の 皆 様 へ 】

コ ロ ナ 禍 に あ っ て 新 し い 生 活 様

式 が 定 着 し つ つ あ る 一 方 で 、 ア フ タ ー コ ロ ナ に は未 だ 時 間 を 要 し そ う な 現 在 、 我 々 に で き る こ と は食 と サ ー ビ ス を 通 じ て 皆 様 に 少 し で も 癒 や し を 感じ て い た だ く こ と で す 。 本 年 も 市 民 の 皆 様 に 支 えら れ な が ら 癒 や し の 場 所 と し て ご 活 用 い た だ け るよ う に 研 鑽 し て 参 り ま す の で 、 引 き 続 き ご 愛 顧 の程 、 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。



サ ン デ ー 山 口７ 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯

 周 　 　 年　 沖 縄 県 が 日 本 に 返 還 さ れ て 、 ５ 月 で ５ ０ 年 。 ５ 月 １ ５ 日 （ 日 ） に 行 わ れ る 記 念 式 典 は 、 沖 縄 と 東 京 の ２ カ 所 で 同 時 開 催 す る こ と が 検 討 さ れ て い る 。

　
２ 年 間 に わ た り 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 苦

し め ら れ て き た 、 山 口 県 の 宿 泊 拠 点 か つ 山 口 市 の歓 楽 街 で あ る 湯 田 温 泉 。 一 時 期 は 、 宿 泊 客 ・ 酔 客と も 街 か ら 消 え て し ま い ま し た 。　
昨 年 秋 ご ろ に は 感 染 状 況 も 落 ち 着 き 、 夜 の 繁 華

街 の 賑 わ い や 、 宿 泊 客 も あ る 程 度 戻 っ て き ま した 。 し か し な が ら 年 末 に は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル スの 変 異 株 「 オ ミ ク ロ ン 株 」 の 感 染 者 が 県 内 で も 確認 。 年 末 年 始 に は 県 境 を ま た い で 移 動 す る 人 も 多く 、  「 第 ６ 波 」 の 発 生 も 懸 念 さ れ て い ま す 。　
そ ん な 中 、 湯 田 温 泉 旅 館 協 同 組 合 は 、 足 湯 （ 設

置 カ 所 は 左 表 参 照 ） を 利 用 す る 人 た ち に 向 け て
「 マ ス ク を 着 用 し て く だ さ い 」  「 密 接 し な い よ う 距

離 を 取 っ て く だ さ い 」  「 近 距 離 で の 会 話 、 大 き な 声を 出 す こ と は 避 け て く だ さ い 」  「 発 熱 や 風 邪 等 の 症状 が あ る 方 は 利 用 を 控 え て く だ さ い 」 と 呼 び か ける 掲 示 を 貼 り だ し ま し た 。 二 度 と 〝 ゴ ー ス ト タ ウン 〞 と さ せ な い た め に も 、 地 元 の わ れ わ れ が 、 しっ か り と 感 染 対 策 を 取 り な が ら 、 湯 田 温 泉 街 の 店舗 や 施 設 を 積 極 的 に 利 用 し て い き た い で す ね 。 感 染 対 策 を し  つ  つ
湯 田 温 泉 街 を 積 極 利 用 し よ う

!



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ 日 ㈯ 　 ８サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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